家庭訪問実施計画
平成○○年○月○○日

· ○○○立○○小学校

目　的
1． 児童の家庭を訪問し、家族と懇談することを通して、児童の人間形成の基盤である家庭環境ならびに家庭の教育方針等についての理解を深める。
2． 保護者との相互理解を深め、学校と家庭との教育上の連携・協力の糧とする。
3． 地域の特色や実態ならびに児童の校外生活の実状を正しく把握し、有効適切な教育活動推進の資料として役立てる。
懇談内容の概要
1． 家庭における児童の様子
1 性格・行動の特徴
2 基本的な生活習慣や生活態度
3 交友関係
4 身体面、健康面の諸問題
5 その他家庭生活上の諸問題
· 趣味、特技　・遊び　・家庭学習（通塾）　・仕事の分担
· 地域との関わり（所属する団体など）　・生育歴
2． 家庭の状況
1 家庭の教育方針
2 学校教育への関心
3 学校および学級担任の教育方針についての意見や要望
4 家族関係
· 家族とのふれ合い（共働き、鍵っ子、家族との団らんの機会）
· 家族構成（単親家庭、祖父母の存在、兄弟姉妹関係）
5 その他
· 家庭環境
3． その他
1 学校の教育目標、本年度の重点目標への理解を深めていただくための働きかけ
2 児童調査票記載事項の異動の確認
留意事項
1． 訪問に先立って、指導要録や調査カードに目を通し、十分な予備知識を得ておく。
2． 指導上必要と思われる家庭の家族関係などは、あらかじめ前担任から予備知識を得ておく。

3． 保護者からの学校全体に関わる要望や、学年・学級に対する要望や問題点の指摘については、即答を避け、改めて学校長・教頭・学年主任の指示や助言を得てから回答するようにする。

4． 教育に関する専門用語は、できるだけ避けて、保護者に理解されやすい言葉を選びのちのち誤解を招くことのないよう、簡潔、的確に表現するよう努める。

5． 教師として、謙虚な態度で保護者に接するとともに、話上手になるよりも聞き上手になるように努める。

6． 児童に関わる話題を中心とし、明らかにしたがらない各家庭の人間関係や秘密などには触れないようにする。

7． 人権尊重の立場から、職業、学歴、身体上のことなどについては、特に言葉を選び、細心の注意を払う。

8． 事前に訪問日とおおよその時刻を予告し、予告通り訪問するよう努める。また、訪問時間もできるだけ均等になるように努力する。

9． 接待は、湯茶を受ける程度にとどめ、菓子などの接待は固く辞退する。

10． 訪問後、訪問記録（問題点・要望・所見・感想など）をまとめ、職員会議などで共通理解を図る。

